
当�
当�
番�
医�
医�

�

　　太平台医院（勝央町平）�
　　（38－5775）（9：00～17：00）�

�

�

�

町内一斉環境美化の日�
□自ファーマーズ朝市＆�

フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）�

【Ｐ13参照】�

第60回国民体育大会秋季大会�
なぎなた競技会�

（～25日　勝央中学校）【Ｐ6・7参照】�

万国郵便連合記念日

家庭の日

霜降　電信電話記念日

月（MON）

家電5品目収集�
（8：30～12：00�

総合保健福祉センター駐車場）�

�

�

�

� �

◯詳育児相談�
（13：30～15：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

�

体育の日　目の愛護デー　交通安全の日　米の日

貯蓄の日

国連の日

火（TUE）

�

「木村毅の文章修行」展�
（～12/18　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

第4回　グループOKA展�
（～23日　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

プチ・コレクション展'05vol.2�
（～23日　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

�

�

�

原子力の日

里親デー

統計の日

交通安全の日

水（WED）

◯詳高校生と赤ちゃんの�
ふれあい体験�

（10：30～12：00　　　　　　　�
総合保健福祉センター）�

ジフテリア破傷風予防接種�
（13：30～　古吉野小学校）�

子どもわくわくスクール�
［切り絵など］�

（15：30～18：00　公民館）�

◯詳乳児健診�
（受付13：00　総合保健福祉センター）�

子どもわくわくスクール�
［切り絵など］�

（15：30～18：00　公民館）�

�

ジフテリア破傷風予防接種�
（13：30～　勝間田小学校）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ12参照】�

子どもわくわくスクール�
［切り絵など］�

（15：30～18：00　公民館）�

ジフテリア破傷風予防接種�
（13：30～　植月小学校）�

木（THU）

�

�

□自合同相談（10：00～15：00　公民館）�
【Ｐ19参照】�

植月小学校相撲大会�
（9：30～11：30　植月小学校）�

教育相談（10：00～15：00　公民館）�

�

国際文通週間

土用　皇后誕生日

読書週間

金（FRI）

�

�

ジフテリア破傷風予防接種�
（13：30～　吉野小学校）�

� 没後30年記念　永礼孝二展�
（～12/18　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

「二人二歩展�
　　－アマチュアアート�

コラボレーション－」�
（～11/6　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

鉄道の日

速記記念日

土（SAT）

特別館内整理日�
（～3日　勝央図書館）【Ｐ12参照】�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ12参照】�

'05朗読会vol.Ⅰ�
　（ミヒャエル・エンデの�

「モモ」など）�
（15：00～　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

�

第60回国民体育大会秋季大会�
（～27日）�

�
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労働衛生週間　法の日　共同募金　土地の日

寒露

十三夜

日（SUN）

町　県　民　税………３期分 下水道受益者負担金…３期分

　　　　　　　　　…５期分介護保険料（普通徴収）
国民健康保険税………５期分 農業集落排水事業受益者分担金…３期分

2005年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小坂田医院（勝央町勝間田）�
　　（38－2043）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　野々上医院（奈義町滝本）�
　　（36－8282）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（勝央町岡）�
　　（38－2008）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月� 月に納めていただくもの�10
※3日（木）のゴミ収集地区は2日（水）に燃え�
　るゴミだけを収集します【Ｐ21参照】�

※10日（月）のゴミ収集地区は12日（水）に�
　燃えるゴミだけを収集します【Ｐ21参照】�

※10月に納めていただく税などは　�
　　　　　10月31日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp
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今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

�

�

11/1

�
�
子どもわくわくスクール�

［ニュースポーツなど］�
（15：30～18：00　公民館）�

11/2 文化の日

�

11/3

�

11/4

当�
当�
番�
医�
医�

　　大村医院（勝央町勝間田）�
　　（38－2058）（9：00～17：00）�



　　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�

38
局�

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務部（代表兼）………3111�
　　産業建設部�
　　　農林業………………3112�
　　　建　設………………3113�
　　税務住民部�
　　　税　務………………3114�
　　　国　保………………3115�
　　　戸籍・年金…………3116�
　　健康福祉部（総合保健福祉センター内）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　上下水道部……………3117�
　　処理場…………………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　長尾山斎場……………3820�
　勝央町教育委員会教育振興部�
　　学校教育………………1752�
　　社会教育………………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

高校生と赤ちゃんのふれあい体験�
�実施日�
�内　容�
�
�
�
�問い合わせ先�
�

乳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

�
5日�
高校生に赤ちゃんを抱いてもらい、赤ちゃんの温かさ、
柔らかさ、命の大切さを肌で感じてもらう機会です。「赤
ちゃんを抱っこしてもらってもいいですよ！」というお
母さん、ご連絡ください。�
�
健康福祉部　�38－7102�

�
12日�
平成17年2・3・4月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、育児アンケート�

�
31日�
平成17年5・6・7月生まれ�
身体測定、離乳食の準備、赤ちゃん遊び�

月�

１０月の�ミ�ニ�情�報�
寒露（かんろ）…旧暦では9月節。冷気を増し、露が霜に変わる頃。（10／8）�
霜降（そうこう）…旧暦では9月中。霜が降り、冬の近づくのが感じられる頃。�
　　 　　　　　（10／23）�

体育の日【国民の祝日】…スポーツに親しみ、健康な心身をつちかう日。�
　　　　 　　　　　　（10／10）�

平成17年度　岡山県立博物館　企画展�
晴れの国おかやま国体　スポーツ芸術事業�

おかやま教育の日協賛事業�

「岡山の名宝」展�
　　　　　－伝えられた　美と　匠の心－�
�
◇会　期　10月7日（金）～11月7日（月）�
◇休館日　10月11日（火）・17日（月）・31日（月）�
◇入館料　大人：600円　高校生：400円　小人：180円�
　　　　　（65歳以上、5歳未満　無料）�
◇問い合わせ先�
　　　　　岡山県立博物館　�086-272-1149

こころの子育てフォーラムを開催�
　子どもの心や行動を理解し、子どもの成長を家庭・地域�
がどのように援助していけばいいかを一緒に考えます。�
�
◇日　時　11月12日（土）�
◇場　所　岡山県津山婦人青年の家（津山市大谷600）�
◇内　容　「子どもは3つの門をくぐって大人になる」�
◇参加費　無料�
◇問い合わせ先�
　　　　　津山市教育相談センター「鶴山塾」�
　　　　　�22-8329
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報 2いよいよおかやま国体開催！いよいよおかやま国体開催！

まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

勝央町行政改革推進委員会が第2次答申�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

９
月
８
日
、
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
前
原
秀
規
会
長
）
か
ら
西
田
町
長
へ
、
勝
央

町
行
政
改
革
大
綱
策
定
の
第
２
次
答
申
が
さ
れ

ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
昨
年
１０
月
に
諮
問
を
受
け

て
以
来
、
検
討
を
重
ね
、
３
月
１８
日
に
第
１
段

階
（
経
費
削
減
と
問
題
点
の
洗
い
出
し
）
と
し

て
第
１
次
答
申
を
示
し
た
あ
と
、
第
２
段
階

（
ま
ち
の
将
来
の
方
向
）
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
、
第
２
段
階
の
答
申
が
さ
れ
た

も
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

３．

地
域
の
中
で
人
間
ら
し
く
豊
か
に
生

活
で
き
る
環
境
政
策
へ
の
提
言

○
ゴ
ミ
の
分
別
と
減
量
化
を
町
民
に
周
知
徹
底

し
、
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
。
併
せ
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
。

○
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
施
策
は
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
、
産
業
政
策
（
商
工
業
、
農
業

畜
産
、
雇
用
、
企
業
誘
致
）、
都
市
政
策
な

ど
、
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
包
括
し
た
総

合
施
策
と
し
て
検
討
す
る
た
め
、
責
任
と
権

限
を
持
つ
庁
内
組
織
を
立
ち
上
げ
、
総
合
的

か
つ
強
力
に
推
進
し
、
同
時
に
町
民
参
画
に

よ
る
審
議
会
も
立
ち
上
げ
、
子
育
て
世
代
の

声
を
聴
き
、
一
体
に
な
っ
て
進
め
る
こ
と
。

○
人
口
増
加
対
策
と
し
て
、
勝
央
町
の
独
自
政

策
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
ま
た
、
町
内
に

あ
る
大
小
の
ア
パ
ー
ト
住
民
の
定
住
先
と
し

て
、
駅
、
公
共
施
設
、
学
校
、
商
店
、
金
融

機
関
の
隣
接
す
る
地
域
に
優
良
住
宅
用
地
を

整
備
し
、
独
自
定
住
施
策
を
検
討
し
、
転
入

を
誘
導
さ
れ
る
こ
と
。

４．

産
業
振
興
政
策
の
提
言

○
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
、
農
業

の
担
い
手
、
生
産
物
の
販
売
、
消
費
（
経
営
）、

都
市
と
の
交
流
を
柱
に
政
策
展
開
さ
れ
る
こ

と
。

○
企
業
の
立
地
の
目
的
に
合
っ
た
環
境
の
整

備
、
地
元
で
の
協
力
企
業
の
育
成
、
社
会
活

動
を
通
じ
て
の
企
業
と
地
域
住
民
と
の
交
流

等
を
視
野
に
入
れ
、
ま
ち
と
企
業
が
共
に
発

展
し
、
ま
ち
を
構
成
し
て
い
く
よ
う
検
討
さ

れ
る
こ
と
。

○
町
有
地
及
び
町
有
財
産
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
維
持
管
理
と
自
然
を
生
か
し

た
最
小
限
の
整
備
を
住
民
自
身
の
力
に
依
拠

し
な
が
ら
行
い
、
将
来
的
に
は
利
用
方
法
及

び
効
率
的
な
運
営
方
法
を
検
討
さ
れ
る
こ

と
。

５．

町
民
の
連
帯
感
を
高
め
る
政
策
提
言

○
金
時
祭
に
つ
い
て
は
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

で
な
く
、
町
民
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業

の
発
展
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
町
民
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
基
本
に
便
宜
と
助
成
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
。

○
行
政
と
町
民
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
勝
央
町

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
、
調
査

研
究
さ
れ
る
こ
と
。

６．

継
続
審
議
の
項
目

○
金
時
祭
地
区
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
継
続
す

る
限
り
必
要
で
あ
る
。
金
時
祭
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
産
業
土
木
部
会
の
意
見
を
も
と

に
提
言
す
る
。

○
土
地
賃
貸
料
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
相
場
を

参
考
に
減
額
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
継
続
す
る
。
た
だ
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

○
区
長
手
当
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と

す
る
こ
と
。

○
起
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
基
金
利
子
が
最
高

で
も
０
・
４
％
の
た
め
積
極
的
に
繰
り
上
げ

償
還
す
る
こ
と
。

○
津
山
圏
域
消
防
組
合
負
担
金
は
、
他
の
広
域

組
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
よ
り
広
域
化
を
目

指
し
、
行
政
経
費
の
削
減
を
検
討
さ
れ
る
こ

と
。

○
警
備
委
託
料
は
、
費
用
対
効
果
を
検
討
さ
れ
、

減
額
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
。

７．

勝
央
町
行
政
合
理
化
委
員
会
へ
の
付

託
事
業

次
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
庁
内
委
員
会
の
勝

央
町
行
政
合
理
化
委
員
会
で
具
体
的
な
や
り
方

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
。

○
全
庁
で
の
口
座
振
替
の
推
進

○
全
庁
で
の
徴
収
体
制
の
整
備

○
全
庁
で
の
電
算
処
理
体
制

第
１
段
階
の
答
申
と
し
て
、「
早
期
に
可
能

な
予
算
科
目
ご
と
の
経
費
削
減
の
方
向
性
」
を

示
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
２
段
階
の
検
討
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
進
め
方
に
関
し
、「
豊

か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
を
考
え
方
の
基
軸
と
し
、
総
務
・
民
生
文

教
・
産
業
土
木
の
３
部
会
で
、
更
な
る
財
政
の

健
全
化
、
ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る
政
策
、
改

善
策
の
方
向
性
、
も
し
く
は
具
体
的
な
提
案
を

行
う
た
め
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
さ
れ
た
政
策
課
題
は
広
範
囲
に
わ
た

り
、
改
革
の
対
象
と
し
て
問
題
提
起
に
と
ど
め

た
も
の
や
、
各
部
会
に
わ
た
る
共
通
課
題
に
対

し
て
、
各
部
会
の
個
性
を
勘
案
し
、
具
体
的
内

容
の
集
約
ま
で
踏
み
込
ま
ず
、
課
題
の
集
約
ま

で
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

政
策
課
題
に
対
す
る

提
言
及
び
問
題
提
起

テ
ム
を
構
築
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
む
）

す
る
た
め
に
、
各
部
の
独
自
の
整
備
を
改
め
、

庁
内
全
体
で
導
入
・
運
用
を
図
る
こ
と
。

○
職
員
の
生
産
性
向
上
・
能
力
開
発
の
方
策
と

し
て
、
内
部
研
修
や
昇
進
時
の
論
文
提
出
な

ど
、
職
員
の
質
の
均
質
化
を
目
指
す
こ
と
。

○
情
報
公
開
の
進
め
方
と
し
て
、
テ
レ
ビ
津
山

に
よ
る
独
自
放
送
、
ま
ち
が
委
嘱
し
て
い
る

各
種
審
議
会
委
員
に
公
募
委
員
の
枠
を
設
け

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
行
政
改
革
の
進
捗
状

況
を
掲
載
す
る
な
ど
、
町
民
が
日
々
行
政
に

関
心
を
持
ち
、
参
加
で
き
る
よ
う
図
る
こ
と
。

２．

町
民
生
活
の
基
盤
と
危
険
か
ら
守
る

環
境
を
永
続
的
に
保
全
、
整
備
す
る
政

策
提
言

○
上
下
水
道
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
基
本

計
画
に
沿
っ
て
検
討
さ
れ
、
点
検
・
改
修
計

画
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
長
寿
化
を
図
る
技

術
を
取
り
入
れ
、
経
済
的
運
営
を
図
る
こ
と
。

○
道
路
改
良
の
あ
り
方
は
、
財
政
状
況
か
ら
、

順
次
改
良
を
進
め
、
可
能
な
限
り
地
域
と
の

共
同
作
業
に
依
拠
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
規
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
立
脚

し
た
計
画
の
も
と
整
備
さ
れ
る
こ
と
。

○
防
災
の
あ
り
方
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
町
民
に
周
知
徹
底
し
、
情
報
伝
達
の
方
法

を
多
様
化
さ
せ
、
自
主
的
な
防
災
へ
の
日
常

的
な
取
り
組
み
な
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
。

○
災
害
時
の
予
備
発
電
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
。

１．

行
政
の
基
本
的
な
組
織
の
あ
り
方
と

そ
の
運
営
に
関
す
る
政
策
提
言

○
施
設
統
合
や
民
間
委
託
等
に
よ
り
機
構
改
革

を
進
め
、
職
員
数
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な

採
用
計
画
及
び
削
減
計
画
を
策
定
し
、
住
民

参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
適
正

な
要
員
計
画
、
更
な
る
機
構
改
革
推
進
を
図

る
こ
と
。

○
電
算
に
つ
い
て
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
シ
ス

▲勝央町行政改革推進委員会審議のようす

今
後
は
、
町
長
を
本
部
長
と
し
て
勝
央
町
行

政
改
革
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
勝
央
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
内
容
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
勝
央
町
行
政
改
革
大
綱
を
検

討
・
策
定
し
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
勝
央

町
振
興
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
後
の
方
向

「
住
む
に
値
す
る
ま
ち
づ
く
り
は
」
の
基
本

的
な
枠
組
づ
く
り
は
、
行
政
本
来
の
役
割
で
す

が
、
そ
の
価
値
は
そ
こ
に
住
む
住
民
１
人
ひ
と

り
が
、
主
体
的
に
参
加
、
参
画
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
築
か
れ
る
も
の
と
考
え
、
行
政
と
住
民

皆
さ
ん
の
協
働
を
切
に
期
待
し
ま
す
。

議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
住

民
の
声
を
代
弁
し
、
行
政
の
姿
勢
を
正
す
こ
と

は
も
と
よ
り
、
自
ら
短
・
中
・
長
期
の
政
策
立

案
能
力
を
高
め
、
改
革
に
向
け
て
更
な
る
住
民

自
治
を
体
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
）

審
議
後
記

○
町
営
住
宅
の
あ
り
方

○
家
庭
ゴ
ミ
の
現
状
調
査
と
減
量
化
対
策
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今
後
の
国
政
の
動
向

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
泊
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
１
カ
月
あ
ま

り
、
環
境
美
化
等
を
含
め
ま
し
て
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
勝
央
町
始
ま
っ
て
以
来
、
最

大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
成
功
裏
に
運

び
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
１１
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結

果
、
今
後
も
小
泉
政
権
が
継
続
し
、
引
き
続
き

構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

三
方
一
両
損
と
言
わ
れ
た
医
療
や
福
祉
制
度

の
改
革
、
ま
た
、
そ
れ
に
今
進
め
ら
れ
て
い
る

三
位
一
体
の
改
革
等
を
冷
静
に
考
え
る
と
き
、

少
子
高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
田
舎
の
自
治
体
に

と
っ
て
よ
り
一
層
し
わ
寄
せ
の
く
る
よ
う
な
、

都
市
部
や
大
都
市
に
有
利
な
改
革
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
改
革
を
否
定
す
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
し
、
何
事
に
も
改
革
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
し
て
今
の
国
の
財
政
状
況
等
か
ら
す

る
と
、
改
革
な
し
に
未
来
は
開
け
て
こ
な
い
と

思
い
ま
す
。
改
革
に
は
多
少
の
痛
み
が
と
も
な

う
こ
と
も
理
解
し
ま
す
が
、
こ
の
痛
み
は
等
し

く
平
等
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
耐
え

ら
れ
る
限
界
ま
で
の
痛
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
政
局
、
そ
の
動
向
を
機
敏
に
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
我
が
町
と
し

て
、
少
々
の
政
局
・
政
治
の
変
動
に
も
あ
わ
て

る
こ
と
な
く
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
行

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、
自
ら
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま

す
。

行
政
改
革
と
振
興
計
画

勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
昨
年
１０
月

に
立
ち
上
げ
、
今
年
３
月
に
第
１
次
答
申
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
以
前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
今
回
、
９
月
８
日
に
第
２
次
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
１
次
答
申
は
、「
早
期
に
可

能
な
予
算
科
目
ご
と
の
経
費
の
削
減
の
方
向

性
」
に
つ
い
て
お
示
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

第
２
次
答
申
で
は
、「
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
３
次
勝
央
町
振
興
計
画
が
平
成
１６

年
度
で
目
標
年
次
が
終
結
し
た
の
を
受
け
、
本

年
度
か
ら
第
４
次
勝
央
町
振
興
計
画
策
定
に
取

り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
基
本
に
な
る
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
調
査
を
近
々
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
住
民
の
意
識
調
査
に
合

わ
せ
て
、
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
答
申
の
内
容
に
つ
き

ま
し
て
も
、
反
映
さ
せ
た
勝
央
町
振
興
計
画
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
か
や
ま
国
体
開
催
ま
で
、

あ
と
わ
ず
か

い
よ
い
よ
お
か
や
ま
国
体
開
催
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
。

岡
山
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ

ん
も
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
強
化
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
郷
土
の
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
最
後
の
仕
上
げ
・
調
整
に
入
っ

専

決

処

分

一
般
会
計
補
正
予
算

５
８
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４４
億
６，

７
０
８
万
２
千
円
と
す
る
。

内
容
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
費
。

今
回
の
金
時
祭
は
、
延
べ
人
数
に
し
て
約
１

万
人
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
を
求
め
る

こ
と小

林
三
智
子
さ
ん
（
美
野
）、
水
島
武
文
さ

ん
（
植
月
北
）
が
推
薦
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

契

約

案

件

広
域
水
道
企
業
団
加
入
に
と
も
な
う
集
中
管

理
監
視
制
御
計
装
設
備
工
事
の
契
約
を
横
河
電

機
（
株
）
関
西
支
社
（
大
阪
府
吹
田
市
）
と
締
結

す
る
も
の
。

施
設
設
置
案
件

県
営
防
災
ダ
ム
事
業
に
よ
る
施
設
を
美
作
市

中
山
１
９
５
番
地
に
設
置
す
る
も
の
。

補

正

予

算

一
般
会
計

８，
０
４
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

４５
億
４，
７
５
７
万
８
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
施
設
修
繕
費
、
公
民
館
事

務
所
改
修
費
、
各
小
学
校
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
を
配
置
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
な
ど
。

国
保
特
別
会
計

７
４
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
９
億

７，
１
６
９
万
５
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、
退

職
被
保
険
者
交
付
金
返
還
金
な
ど
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

７，
７
８
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１６
億
５，
９
６
５
万
５
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、

土
木
債
な
ど
。

勝
田
郡
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計

２２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
４
万

８
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、
介
護
認
定
新
シ
ス

テ
ム
導
入
費
な
ど
。

介
護
保
険
特
別
会
計

１，
７
４
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
億
８，
２
０
９
万
４
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、

介
護
保
険
新
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
な
ど
。

� 2005.10月号�しううおょしううおょ広
報 4いよいよおかやま国体開催！

今
年
も
台
風
１４
号
が
９
月
６
日
夕
刻
か
ら
７

日
夜
明
け
に
か
け
て
襲
来
し
ま
し
た
。
九
州
を

縦
断
し
て
日
本
海
へ
抜
け
、
九
州
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
勝
央
町

に
お
い
て
も
、
収
穫
を
前
に
し
た
稲
の
倒
伏
、

黒
大
豆
、
梨
、
ぶ
ど
う
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

民
家
に
お
い
て
も
、
一
部
屋
根
等
に
被
害
が
出

ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
降
雨
量
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
水
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
倒
木
等
に
よ
る
断
線
に
よ
り
停
電
し
た
り
、

一
部
道
路
の
通
行
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
夜
間
、
見
回
り
と
警

戒
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
、
倒
木
等
の
除
去
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申

台
風
被
害
と
今
後
の
備
え

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
こ
の
時
期
ま
で
に
２
つ
の
台
風
、
そ

し
て
、
こ
の
時
期
以
降
９
月
末
に
２１
号
台
風
、

１０
月
２０
日
に
２３
号
台
風
が
襲
来
い
た
し
ま
し

て
、
県
北
一
帯
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
ま
だ
台
風
が
や
っ
て
く
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
備
え
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

す
る
部
材
が
認
め
ら
れ
た
ら
、
早
急
に
専
門
家

の
指
導
の
も
と
に
、
そ
れ
ら
の
撤
去
等
、
適
切

な
処
置
を
講
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
の
粉
塵
を
吸
っ
た
場
合
に
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
病
気
の
「
中
皮
腫
」
と
い
う
の
は

肺
に
で
き
る
ガ
ン
の
一
種
で
、
死
に
い
た
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
児
童
・
生
徒
・
町
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
早
急
に
調
査
を

終
え
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ん
に
公

表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
ま
で
、
１
日
を
と
お
し
て
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

勝
央
町
と
小
山
町
は
、
お
互
い
に
坂
田
金
時

（
金
太
郎
）
の
取
り
持
つ
縁
と
い
う
こ
と
で
、

姉
妹
都
市
縁
組
を
締
結
し
、
お
互
い
の
金
時
祭
、

金
太
郎
夏
ま
つ
り
を
通
じ
て
交
流
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
小
山
町
の
金
太
郎
夏
ま
つ
り
に
は
、

教
育
長
を
団
長
に
、
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
勝
間
田
小
学
校
と
姉
妹
校

で
あ
る
足
柄
小
学
校
の
関
係
者
や
教
育
関
係
者

と
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
は
、
お
互
い
に
祭
り
に
参
加
し
て
花
を

添
え
る
と
い
う
単
な
る
親
善
交
流
で
は
な
く
、

目
的
意
識
を
持
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
団
体

が
、
意
見
交
換
や
研
修
を
行
う
と
い
う
形
で
の

交
流
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

知
ら
な
い
情
報
や
参
考
に
す
べ
き
事
柄
な
ど
が

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
議
論
を
す
る
中
で
、
お

互
い
に
新
し
い
方
策
も
見
い
出
せ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

行

政

報

告

現
在
、
学
校
、
保
育
園
、
そ
の
他
の
町
有
建

築
物
に
つ
い
て
、
専
門
の
建
築
士
に
調
査
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
勝
央
町
の
場
合
、
小
学
校
に

つ
い
て
は
そ
の
大
半
が
木
造
と
い
う
こ
と
で
、

教
室
等
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
古
い
建
物
や
機
械
室
等
、
見
え
な
い
部

分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
調
査
の
結
果
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

例
年
、
前
夜
祭
、
当
日
祭
と
２
日
間
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
２１
日
の

１
日
に
濃
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。
午
後
に
な
り
、

少
し
天
候
が
く
ず
れ
て
、
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
更
し
ま
し
た
が
、
夜
の
花
火
大
会
ま
で
無
事

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
姉
妹
町
で
あ

る
静
岡
県
小
山
町
か
ら
来
ら
れ
た
６
人
の
皆
さ

ん
に
も
、
今
回
は
朝
の
式
典
か
ら
夜
の
花
火
大

金
時
祭
と今後

の
姉
妹
町
と
の
交
流

議　会
報　告

平成１７年勝央町議会第３回定例

会が９月１２日から５日間の会期で

開かれました。

町長の行政報告に続いて、専決

処分案件、人事案件、契約案件、

施設設置案件、平成１７年度補正予

算案件、平成１６年度決算報告等、

１４議案が上程され、決算報告は、

常任委員会に付託され、他の議案

については原案のとおり可決され

ました。

平
成
１７
年
勝
央
町
議
会

第
３
回
定
例
会
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を
進
め
、
５
位
入
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
」
に

は
、
武
術
太
極
拳
で
勝
央
太
極

拳
教
室
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
、

４
チ
ー
ム
が
見
事
入
賞
し
ま
し

た
。１０

月
２２
日
か
ら
は
秋
季
大
会

が
始
ま
り
ま
す
。
感
動
の
舞
台

が
勝
央
町
に
移
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

いよいよおかやま国体開催！

ももっち国体だより�ももっち国体だより���

〜
勝
央
町
か
ら
巻
き
起
こ
せ
岡
山
旋
風
〜

な
ぎ
な
た
競
技（
少
年
女
子
）

松
田
佐
知
子
（
監
督
）

（
勝
間
田
高
校
教
諭
）

（
兵
庫
県
安
富
町
）

応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
力

を
お
借
り
し
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。
盛
大
な
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

山
下
み
ど
り

（
勝
間
田
高
校
３
年
生
）（
勝
間
田
）

地
元
の
声
援
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

谷
元
理
恵
子

（
勝
間
田
高
校
３
年
生
）（
美
作
市
）

今
ま
で
練
習
し
た
成
果
を
出
し

切
っ
て
、
２
種
目
制
覇
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

河
本
　
梨
沙

（
勝
間
田
高
校
３
年
生
）（

平
　
）

地
元
代
表
選
手
と
し
て
、
悔
い
の

な
い
試
合
を
し
た
い
で
す
。
優
勝
し

ま
す
！

な
ぎ
な
た
競
技（
成
年
女
子
）

山
下
美
由
貴
（
監
督
）

（（
株
）大
成
測
量
）（
畑
　
屋
）

地
元
国
体
！
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
選
手
と
一
丸
と

な
り
、
１
戦
１
戦
頑
張
り
ま
す
。
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

濱
岡
紀
久
子

（
児
島
高
校
教
諭
）（
岡
山
市
）

皆
さ
ん
の
応
援
を
支
え
に
、
力

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

石
川
　
直
美

（（
株
）岡
山
ク
ボ
タ
）（
石
　
生
）

目
指
す
は
優
勝
！
仲
間
と
気
持
ち

を
１
つ
に
、
１
戦
１
戦
試
合
を
大
切

に
し
、
頑
張
り
ま
す
。

植
月
　
孝
子

（
ト
ー
ス
テ（
株
））（

平
　
）

悔
い
の
な
い
よ
う
に
最
後
ま
で
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

美
浪
　
末
依

（
津
山
東
高
校
３
年
生
）（

岡
　
）

目
指
す
は
優
勝
！
仲
間
と
気
持
ち

を
１
つ
に
、
１
戦
１
戦
試
合
を
大
切

に
し
、
必
ず
勝
ち
ま
す
。

な
ぎ
な
た
競
技

（
少
年
女
子
、成
年
女
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２５
日（
火
）

勝
央
中
学
校
体
育
館

剣
道
競
技
（
少
年
女
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２４
日（
月
）

宮
本
武
蔵
顕
彰
武
蔵
武
道
館

（
美
作
市
今
岡
７
５
４
―
１
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
少
年
女
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２６
日（
水
）

久
米
南
町
民
運
動
公
園
多
目
的
広
場

（
久
米
南
町
弓
削
１
５
０
０
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
少
年
男
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２７
日（
木
）

美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場

（
美
作
市
入
田
４
３
６
―
３
）

銃
剣
道
競
技
（
少
年
男
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２５
日（
火
）

奈
義
中
学
校
体
育
館

（
奈
義
町
久
常
１
９
３
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
少
年
男
子
）

１０
月
２３
日（
日
）〜
２６
日（
水
）

玉
野
市
総
合
体
育
館

（
玉
野
市
玉
２
―
３
―
１
）

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

「
夏
季
大
会
」
が
９
月
１０
日
か

ら
１３
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
岡
山

県
内
７
市
２
町
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
競
技
少
年
女
子
に
出

場
し
た
東
香
里
さ
ん
（
黒
土
）

は
、
初
日
を
７９
、
最
終
日
を
８０

の
ス
コ
ア
で
回
り
、
団
体
で
見

事
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。サ

ッ
カ
ー
競
技
成
年
女
子
に

出
場
し
た
安
田
邦
子
さ
ん
（
黒

土
）
は
、
準
々
決
勝
ま
で
コ
マ

勝
央
町
勢
が
大
活
躍
!!

こ
れ
か
ら
起
こ
る
感
動
の
瞬
間
！

がんばれ!!

剣
道
競
技（
少
年
女
子
）

福
田
理
津
子

（
津
山
高
校
２
年
生
）（
植
月
中
）

岡
山
県
の
代
表
と
し
て
自
分
の
役

割
を
果
た
し
、
優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
少
年
女
子
）

鳥
家
　
愛
未

（
津
山
商
業
高
校
３
年
生
）（
植
月
北
）

一
球
入
魂
で
、
思
い
出
に
な
る
よ

う
な
ナ
イ
ス
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま

す
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
少
年
男
子
）

河
本
　
慶
彦

（
津
山
工
業
高
校
３
年
生
）（
田
　
井
）

自
分
の
持
ち
味
で
あ
る
突
破
を
武

器
に
、
１
戦
１
戦
を
大
切
に
し
て
、

優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

競
技
日
程
・
会
場

厨
子
　
真
守

（
勝
間
田
高
校
２
年
生
）（
津
山
市
）

郷
土
の
選
手
と
し
て
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。 銃

剣
道
競
技（
少
年
男
子
）

丸
尾
　
隆
人

（
勝
間
田
高
校
２
年
生
）（
赤
磐
市
）

郷
土
の
選
手
と
し
て
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

（
少
年
男
子
）

板
倉
　
浩
城

（
岡
山
東
商
業
高
校
２
年
生
）

（
植
月
東
）

１
戦
１
戦
を
大
切
に
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。

▼４チーム入賞しました

ナイスショット！�
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〜
民
泊
協
力
会
の
活
動
紹
介
〜

よ
う
こ
そ
金
太
郎
の
里
へ

大 歓 迎
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勝
間
田
・
平
・
長
良
台
民
泊
協
力
会

岡
民
泊
協
力
会

畑
屋
・
東
吉
田
民
泊
協
力
会

植
月
東
民
泊
協
力
会

黒
土
・
小
矢
田
・
桜
台
民
泊
協
力
会

植
月
中
民
泊
協
力
会

勝
間
田
・
平
・
長
良
台
民
泊
協
力
会

は
、
１２
民
泊
協
力
会
の
中
で
最
も
受
け

入
れ
人
数
が
多
い
で
す
が
、
試
合
で
十

分
力
を
出
し
切
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
地
区
一
丸
と
な
り
全
力
投
球
で
盛

り
上
げ
ま
す
。

岡
民
泊
協
力
会
は
、

会
員
・
有
志
に
よ
り
お

土
産
「
も
も
っ
ち
の
貼

り
絵
」
を
製
作
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
体
の
成

功
を
願
い
、
金
比
羅
山

山
頂
に
「
も
も
っ
ち
」

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
点
灯
。
感
動
あ
ふ
れ

る
国
体
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

畑
屋
・
東
吉
田
民
泊

協
力
会
は
、
選
手
へ
の

お
土
産
を
７
種
類
（
ラ

ン
チ
マ
ッ
ト
・
お
手
ふ

き
・
巾
着
袋
な
ど
）
製

作
し
ま
し
た
。
選
手
へ

歓
迎
・
健
闘
の
意
を
込

め
、
地
域
総
参
加
で
応

援
し
ま
す
。

植
月
東
民
泊
協
力
会

は
、
会
員
に
よ
る
「
歓
迎

旗
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

各
都
道
府
県
の
シ
ン
ボ
ル

を
記
入
し
、
色
鮮
や
か
な

作
品
で
選
手
を
歓
迎
し
ま

す
。
ま
た
、

拠
点
施
設

へ
も
「
歓

迎
看
板
」

を
設
置
し

ま
し
た
。

黒
土
・
小
矢
田
・
桜

台
民
泊
協
力
会
は
、
地

区
内
３
カ
所
に
「
歓
迎

看
板
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
歓
迎
花
も

拠
点
施
設
周
辺
に
飾

り
、
歓
迎
ム
ー
ド
い
っ

ぱ
い
で
、
熱
い
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。

植
月
中
民
泊
協
力
会

は
、
地
区
内
３
カ
所
に

「
歓
迎
看
板
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
会
員
一
同

協
力
し
合
い
、
選
手
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

最
高
の
思
い
出
が
残
る

よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

▲調理実習のようす

▲お土産づくりのようす

▲お土産７種類

▲「歓迎旗」製作のようす

▲拠点施設の「歓迎看板」

▲拠点施設の「歓迎看板」

植
月
北
民
泊
協
力
会

曽
井
・
大
岩
・
上
香
山
民
泊
協
力
会

豊
久
田
民
泊
協
力
会

古
吉
野
民
泊
協
力
会

美
野
・
田
井
民
泊
協
力
会

高
取
民
泊
協
力
会

植
月
北
民
泊
協
力

会
は
、
拠
点
施
設
へ

特
大
の
「
歓
迎
看
板
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
色
彩
の

看
板
を
見
て
、
選
手

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め

て
、
つ
く
り
ま
し
た
。

曽
井
・
大
岩
・
上
香
山

民
泊
協
力
会
は
、
歓
迎

会
・
各
民
泊
家
庭
用
の

「
歓
迎
看
板
」
を
製
作
し

ま
し
た
。
心
温
ま
る
筆
文

字
で
、
選
手
の
お
越
し
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

豊
久
田
民
泊
協
力

会
で
は
、
豊
久
田
中

子
供
会
に
よ
る
「
歓

迎
看
板
・
壁
画
」
な

ど
を
製
作
し
ま
し

た
。
ま
た
、
星
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
板
も
プ

ラ
ン
タ
ー
に
飾
り
、

元
気
い
っ
ぱ
い
声
援

を
送
り
ま
す
。

古
吉
野
民
泊
協
力
会
で
は
、
美
化

班
の
呼
び
か
け
で
、
古
吉
野
小
学
校

全
生
徒
が
「
歓
迎
パ
ネ
ル
」
を
製
作

し
ま
し
た
。
各
民
泊
家
庭
へ
配
布
し
、

選
手
を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
す
。

美
野
・
田
井
民
泊
協
力
会
で
は
、

選
手
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
勝
央
町

の
味
、
お
い
し
い
郷
土
料
理
に
よ
り
、

お
ふ
く
ろ
パ
ワ
ー
で
応
援
し
ま
す
。

高
取
民
泊
協
力
会
で
は
、
会

員
・
有
志
に
よ
る
「
歓
迎
旗
」
を

製
作
し
ま
し
た
。
各
県
の
シ
ン
ボ

ル
を
記
入
し
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
一
丸
と
な
り
、
歓
迎
ム
ー
ド

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

▲特大の「歓迎看板」

▲「歓迎看板」」製作のようす

▲子供会による「歓迎看板・壁画」

▲「歓迎パネル」製作のようす

▲調理実習のようす

▲「歓迎旗」製作のようす

お
か
や
ま
国
体
開
催
へ
向
け
て
、
町
内
１２
民
泊
協
力

会
に
よ
る
準
備
状
況
・
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
、
全
国
か
ら

お
越
し
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

国
体
成
功
へ
向
け
、一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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８
月
１２
〜
１４
日
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で

自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

３
日
間
で
延
べ
約
１
２，
０
０
０
人
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

丸
太
切
り
競
争
に
は
２０
組
の
親
子
が
挑
戦

し
、
直
径
５０
㎝
も
あ
る
丸
太
を
、
子
ど
も
と

親
が
協
力
し
、
た
く
さ
ん
の
汗
を
流
し
な
が

ら
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
競
技
で
は
、
全
国
か
ら
２２
人

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
デ
ザ
イ
ン
で

腕
を
競
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
ま
る
で

自
分
の
腕
の
よ
う
に
操
り
、
細
部
ま
で
き
め

細
か
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
作
品
は
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
よ
り
来
場
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
世
界
の
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ

展
や
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
雄

大
な
緑
の
中
で
、
自
然
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
楽
し
も
う

自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲
見
事
な
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た

５
月
３１
日
、
全
国
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
板
倉
信
夫

さ
ん
（
植
月
東
）
、
前
原
大
道
さ
ん

（
河
原
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

板
倉
さ
ん
と
前
原
さ
ん
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
教
育
委
員
と
し
て
地
方
教
育

行
政
の
重
責
を
担
い
、
活
動
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
教
育
の
振
興
に

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
の
教
育
振
興
に
貢
献

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰

板
倉
信
夫
さ
ん（
植
月
東
）

前
原
大
道
さ
ん（
河
　
原
）

いよいよおかやま国体開催！

日
笠
　
薫
さ
ん（
黒
坂
）

５
月
２７
日
、
岡
山
市
民
会
館
で
岡
山
県
保

健
福
祉
部
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
日
笠
薫
さ

ん
（
黒
坂
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

日
笠
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
勝
央
町
愛

育
委
員
会
長
、
平
成
１５
年
か
ら
勝
英
愛
育
委

員
連
合
会
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
地
域
に
お
い
て
子
育
て

支
援
や
健
康
づ
く
り
意
識
の
高
揚
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地域の福祉事業に貢献
岡山県保健福祉部長表彰

８
月
２８
日
、
奈
義
町
滝
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
５
回
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
和
牛
２
部
、
乳
牛
８
部
に
分
か
れ

て
体
型
、
歩
き
方
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
優
等
賞
の
み
紹
介
。
敬
称
略
）

第
３
部

優
等
賞
３
席
　
高
山

毅
（
植
月
中
）

優
等
賞
４
席
　
岸
本

猛
（
田
　
井
）

第
５
部

優
等
賞
３
席
　
植
月
　
勝
　
（
植
月
中
）

第
６
部

優
等
賞
２
席
　
板
坂
　
敦
己
（
美
　
野
）

第
７
部

優
等
賞
２
席
　
粟
井
　
勝
實
（
植
月
北
）

第
８
部

優
等
賞
４
席
　
宮
野

雅
（
小
矢
田
）

優
等
賞
５
席
　
権
田
　
武
志
（
小
矢
田
）

見
事
な
牛
が
勢
揃
い

第
５
回
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会

いよいよおかやま国体開催！ 10

８
月
２６
日
、
高
取
保
育
園
に
全
国
訪
問

お
は
な
し
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ

て
き
て
、
園
児
た
ち
２１
人
が
た
く
さ
ん
の

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

最
初
に
行
わ
れ
た
お
は
な
し
会
で
は
、

絵
本
の
「
ぼ
く
の
ク
レ
ヨ
ン
」「
ほ
お
ず

き
が
い
っ
ぱ
い
」、
紙
芝
居
の
「
シ
ョ
コ

ラ
ち
ゃ
ん
の
お
で
か
け
ド
ラ
イ
ブ
」
が
読

たくさんの絵本に大満足
全国訪問おはなし隊

ま
れ
、
園
児
た
ち
は
読
み
手
の
問
い
か
け

に
大
き
な
声
で
答
え
な
が
ら
物
語
を
楽
し

み
ま
し
た
。

次
に
、
園
児
た
ち
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

に
乗
り
込
み
、
約
５
０
０
冊
あ
る
絵
本
の

中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の
絵
本

を
選
ん
で
読
み
始
め
ま
し
た
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
コ
オ
ロ
ギ
の
声
が

出
る
絵
本
や
、
魚
の
絵
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る

絵
本
、
物
語
が
途
中
で
２
つ
に
分
か
れ
る

絵
本
な
ど
、
普
段
見
慣
れ
な
い
絵
本
に
園

児
た
ち
は
と
て
も
夢
中
に
な
り
、
い
つ
ま

で
も
絵
本
を
手
放
そ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
は
、
絵
本

を
通
じ
て
「
人
の

喜
び
や
悲
し
み
を

自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
思
え
る
。
嬉

し
い
と
き
は
飛
び

上
が
っ
て
喜
び
、

悲
し
い
と
き
は
声

を
上
げ
て
泣
く
」
と
い
っ
た
、
素
朴
な
感
動

を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
目
的
で
全
国
を
回
っ
て
い
ま
す
。

次
回
、
岡
山
県
に
来
る
の
は
２
０
０
７

年
３
月
の
予
定
で
す
。

▲
楽
し
い
絵
本
が
い
っ
ぱ
い

▲初めて見る絵本にビックリ

９
月
１９
日
（
敬
老
の
日
）、
各
地
区
５
カ
所
の

会
場
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
西
田
町
長
が
「
１
０
０
歳
を
目
標
に

元
気
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年
、
敬
老

会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
保
育
園
児
た

ち
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
、
各
地
区
で
工
夫
を
凝

ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
会
場
内
は

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
笑
い
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
会
は
町
内
に
住
む
昭
和
７
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
、
今
年

の
該
当
者
は
１，
６
９
２
人
（
昨
年
よ
り
６１
人
増
）

で
す
。
そ
の
う
ち
７
２
９
人
が
敬
老
会
に
出
席
し

ま
し
た
。

勝
央
町
敬
老
祝
い
金
受
賞
者

勝
央
町
敬
老
祝
い
金
（
９５
歳
）
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
９０
歳
の
受
賞
者
は
紙
面
の
都

合
上
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）（
敬
称
略
）

【
平
成
１７
年
９
月
１９
日
現
在
で
９５
歳
】

福
　
田
　
　
　
翠
（
美
　
野
）

興
　
梠
　
華
　
子
（
河
　
原
）

松
　
尾
　
阿
久
利
（
美
　
野
）

福
　
田
　
き
ぬ
ゑ
（
豊
久
田
）

佐
　
�
　
　
　
釀
（
豊
久
田
）

太
　
田
　
凖
　
次
（

岡
　
）

福
　
島
　
キ
ヨ
ノ
（

平
　
）

植
　
月
　
五
　
郎
（
植
月
中
）

福
　
原
　
登
美
子
（
勝
間
田
）

繁
　
田
　
花
　
子
（
勝
間
田
）

元気な笑顔が勢揃い！
勝央町敬老会

栞

�
一
緒
に
替
え
歌
を
歌
い
ま
し
た（
植
月
）

▲大道芸の技にビックリ（勝間田）

�「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」に
合
わ
せ
て
バ
ト
ン
振
り

（
高
取
）

▲園児たちの踊りに合わせて手拍子（古吉野）
▲お肩をトントントン♪（吉野）

▲前原大道さん ▲板倉信夫さん

廣



開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

ゆ
っ
た
り

開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

じ
っ
く
り
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と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク

とと

第�

号�

51

サ
イ
モ
ン

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
妖
精
の
騎
士
　
タ
ム
・
リ
ン
」

（
ス
ー
ザ
ン
・
ク
ー
パ
ー

再
話
／

ウ
ォ
リ
ッ
ク
・
ハ
ッ
ト
ン

絵
／

も
り
お
か
み
ち

訳
／
小
学
館
）

王
女
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
あ
る
日
お
城

を
飛
び
出
し
て
森
へ
入
り
ま
す
。

そ
こ
は
妖
精
の
騎
士
タ
ム
・
リ
ン
が

森
に
入
っ
た
者
に
呪
い
を
か
け
て
２
度

と
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
恐

ろ
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
森
で
王

女
は
金
色
の
巻
き
毛
が
美
し
い
、
青
い

目
の
青
年
と
出
会
い
、
恋
に
落
ち
ま
す
。
愛
す
る
人
を
救
う
た
め
に
戦

う
、
ロ
マ
ン
ス
と
冒
険
と
魔
術
に
み
ち
た
不
思
議
な
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
１０
月
８
日（
土
）、
２６
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
福
音
の
少
年
」（
あ
さ
の
あ
つ
こ

著
／
角
川
書
店
）

・
「
ひ
と
り
ず
も
う
」（
さ
く
ら
も
も
こ

著
／
小
学
館
）

・
「
お
神
酒
徳
利
（
深
川
駕
籠
）」（
山
本
一
力

著
／
祥
伝
社
）

・
「
や
さ
い
の
せ
な
か
（
幼
児
絵
本
シ
リ
ー
ズ
）」

（
き
う
ち
か
つ

作
／
角
川
書
店
）

・
「
リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん
と
の
ろ
い
さ
ん
」（
角
野
栄
子

作
／
ポ
プ
ラ
社
）

・
「
小
さ
な
小
さ
な
海
」（
岩
瀬
成
子

作
／
理
論
社
）

※
１０
月
３
日
（
月
）
ま
で
特
別
館
内
整
理
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
休
館

し
ま
す
。
本
・
雑
誌
の
返
却
は
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

As I write this, August has come to an
end.  Outside, the sound of the mega-
phone marks the start of preparation for
the JHS sports day.

As you read this, the school and cam-
paign megaphones will already have been
put away.  Both New Zealand and Japan
may have new governments from general 
elections in September.  NZ
has had a female prime minis-
ter for nearly 10 years now.  I
wonder if this will continue.

The atmosphere in which
these elections are held inter-
ests me as much as the final
results.  The U.S presidential
elections have a huge profile
wor l dw i de,  for  bet ter  or
worse.  What inf luence do 
they have on other electoral systems?

Meanwhile, in Okayama, another nation-
al event remains in October.  The hard
work of many staff and the dreams of
many competitors will come together dur-
ing the 'Okayama Kokutai' events.  All the
best to everyone involved.

AN EVENTFUL SEASON（行事がいっぱいの時期）

これを書き始めたのは、８月の終わりです。中学
校の運動場からの拡声器の音は体育祭の準備の始ま
りということです。

この記事が読まれる頃には、学校や選挙の拡声器
はもう片付けられているでしょうね。ニュージーラ
ンドも日本も、９月の総選挙で新しい政権が生まれ

ているかもしれません。ＮＺは１０年間ぐ
らい女性の総理大臣ですが、このまま続
くかどうか、関心があります。

選挙の結果とともに、全体の雰囲気も
大切だと思います。アメリカの大統領選
挙は世界中で最も注目されたことの１つ
です。また、多少の批判もあると思いま
す。それは他の国の選挙にどんな影響を

与えているでしょうか。

また、岡山県に、全国規模の行事が１０月に残って
いますね。数多くの人々の努力や、選手の夢がおか
やま国体に結集することでしょう。大会の成功を心
から祈っています。

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

《勝英地区盆栽展》（無料）

日　時 １０月８日（土）～１０日（月）

内　容　県北の盆栽愛好家の皆さんによ

る盆栽展を開催。

《黒大豆の枝豆の収穫体験》（有料）

期　間 １０月９日（日）～１１月１３日（日）

の土・日・祝日

１３：００～１４：００

内　容　ノースヴィレッジ近隣の畑で枝

豆の収穫体験

料　金 １，０００円／１㎏

《ぶどう狩り体験》（有料）

期　間 １０月末までの土・日・祝日

１０：００～１７：００

内　容　ニューピオーネ、ベリーＡの食

べ放題。

料　金　大　人（高校生以上）１，５００円

小　人（中学生以下） ５００円

１０月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

・
「
木
村
毅
の
文
章
修
行
」
展
（
１０
月
４
日
�
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

・
没
後
三
十
年
記
念
　
永
礼
孝
二
展
（
１０
月
２９
日
�
〜
１２
月
１８
日
�
ま
で
）

・
「
第
４
回
　
グ
ル
ー
プ
Ｏ
Ｋ
Ａ
展
」（
１０
月
４
日
�
〜
２３
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

・
「
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
'05
ｖ
ｏ
ｌ
２（

１０
月
４
日
�
〜
２３
日
�
ま
で
）

・
「
二
人
二
歩
展
―
ア
マ
チ
ュ
ア
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
」

（
１０
月
２９
日
�
〜
１１
月
６
日
�
ま
で
）

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

'05
朗
読
会
ｖ
ｏ
ｌ
１
（
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
「
モ
モ
」
な
ど
）

・
日
　
時
�
１０
月
８
日（
土
）

１５
時
〜
　
１
時
間
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
美
術
文
学
館

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

「
木
村
毅
の
文
章
修
行
」
展

木
村
毅
は
明
治
２７
年
２
月
１２
日
、
現
在
の
勝
央
町
岡
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
勝
南
高
等
小
学
校
在
学
時
か
ら
「
少
年
世
界
」
な
ど
の
雑
誌
へ
の

投
稿
を
始
め
、
当
時
の
文
学
少
年
の
間
で
は
名
声
が
高
く
、
多
く
の
文

芸
作
品
が
入
賞
す
る
な
ど
、
常
に
全
国
投
書
家
番
付
け
の
雄
で
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
木
村
毅
が
少
年
時
代
に
投
稿
し
た
作
品
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
ま
す
。

あ
ど
け
な
い
表
情
と
は
対
照
的
に
、

大
人
び
た
文
章
の
言
い
回
し
や
詩
人

的
表
現
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
の
ち

に
文
学
博
士
と
な
る
少
年
時
代
の
原

石
と
も
言
う
べ
き
作
品
を
投
稿
雑
誌

と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
１０
月
２３
日（
日
）

ま
で
は
展
示
室
で
、
１０
月
２９
日
（
土
）

か
ら
１２
月
１８
日
（
日
）
ま
で
は
町
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
に
て
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国

体
秋
季
大
会
の
開
催
が
間
近
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
受
け
入
れ
準
備
な
ど
、

忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か
ら

１０
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
１０
月
９
日
（
日
）
か
ら
黒
大

豆
の
枝
豆
の
収
穫
体
験
が
始
ま
り
ま

す
。
土
・
日
・
祝
日
に
は
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
近
隣
の
畑
で
、
勝
央
町

の
特
産
品
「
作
州
黒
」
の
お
い
し
い

枝
豆
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ぶ
ど
う
狩
り
体
験
も
引

き
続
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
り
の
季
節
を
迎
え
た
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
へ
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

明治４０年４月１２日撮影「勝南高等小学校４年生のとき」

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット

10月16日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�

いよいよおかやま国体開催！いよいよおかやま国体開催！

ホームページ
http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm
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口
は
身
体
の
中
で
最
初
の
消
化
器

官
で
す
。
口
の
中
が
不
潔
に
な
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
原
菌
が
毒
素
を
出

し
、
他
の
臓
器
に
ま
で
悪
い
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
動
脈
硬
化
や
心
臓
病

歯
茎
に
炎
症
が
起
き
る
と
、
血
液

を
固
ま
ら
せ
る
物
質
が
体
内
に
増
え

出
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
液
の
か

た
ま
り
（
血
栓
）
が
で
き
て
、
動
脈

硬
化
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

○
誤
え
ん
性
肺
炎

高
齢
に
な
っ
て
飲
み
込
む
力
が

弱
っ
て
く
る
と
、
食
べ
物
や
歯
周
病

菌
の
毒
素
が
肺
に
入
り
、
肺
炎
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
胃
か
い
よ
う

歯
周
病
が
進
ん
で
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

が
深
く
な
る
と
、
胃
か
い
よ
う
の
原

８
はち

０
まる

２
にい

０
まる

運動で健康づくり
－80歳以上で20本以上の歯を目指そう－

心
配
な
の
は
口
の
中
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

因
と
さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
が
口
の
中
の

細
菌
と
反
応
し
、
胃
か
い
よ
う
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
骨
粗
し
ょ
う
症

歯
周
病
が
進
む
と
、
骨
を
吸
収
し

て
し
ま
う
細
胞
が
活
性
化
し
て
き
ま

す
。
特
に
更
年
期
は
こ
の
細
胞
が
ま

す
ま
す
活
発
に
な
る
た
め
、
骨
の
密

度
が
低
く
な
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
が

悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
肥
満
や
糖
尿
病

歯
周
病
の
人
の
体
内
で
は
サ
イ
ト

カ
イ
ン
と
い
う
物
質
が
つ
く
ら
れ
、

血
糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の

働
き
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

糖
尿
病
が
悪
化
し
た
り
、
肥
満
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

勝
央
町
で
は
、
８０
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ
る
人
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
表
彰
さ
れ
た
人
は
「
ス
ル
メ
の
よ
う
な
固
い
食
べ
物
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
食
べ
て
い
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
美
味
し
く
食
べ
た
い
」
と
い
う
の
は
誰
も
が
願

う
こ
と
で
す
。
そ
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
口
の
中
の
健
康
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

歯
周
病
は
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
プ

ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
が
た
ま
る
こ
と
か

知
ら
な
い
う
ち
に

じ
わ
じ
わ
進
む
歯
周
病

予
防
１

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
半

年
に
１
度
は
定
期
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

予
防
２

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

予
防
３

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
１１
月
号
の

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歯
周
病
は

こ
う
し
て
防
ご
う
！

ら
起
こ
り
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
を
取
り

除
か
な
い
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
細

菌
が
出
す
毒
素
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
に

炎
症
が
起
こ
り
、
歯
肉
炎
に
な
っ
て

歯
が
抜
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

勝
央
町
で
は
、
８０
歳
以
上
で

自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ
り
、

元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
期
限
　

１０
月
２０
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

いよいよおかやま国体開催！

歯石・歯垢�

腫れた歯肉�

歯周ポケット�

歯槽骨�

深くなった歯周ポケット�
　（汚れがたまりやすく�
　　　　　　　　なります）�

失われつつ�
ある歯槽骨�

（歯がグラグ�
ラする原因と�
なります）�



（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２１
回
中
国
中
学
校
剣
道
選
手

権
大
会
（
８
／
７
〜
８
広
島
市
）

﹇
団
体
戦
﹈

（
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
央
中
学
校

﹇
個
人
戦
﹈

（
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
東
　
美
里

◇
第
３５
回
津
山
市
長
杯
争
奪
卓
球

選
手
権
大
会
（
８
／
２１
津
山
総
合

体
育
館
）

﹇
男
子
﹈

（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

優
　
勝
　
板
倉
大
典

◇
美
作
柔
道
大
会
（
８
／
２８
津
山

東
武
道
場
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館
Ａ

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
Ａ

第
３
位
　
養
徳
館
Ｂ

◇
第
３９
回
美
作
地
区
少
年
剣
道
錬

成
大
会
（
８
／
２８
津
山
総
合
体
育

館
）

﹇
団
体
戦
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

﹇
個
人
戦
﹈

（
小
学
校
４
年
生
以
下
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
小
坂
田
和
晃

（
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
田
渕
大
賀

（
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
）

第
３
位
　
二
宮
菜
美

第
３７
回
新
宮
町
選
抜
剣
道
錬
成
大

会
（
８
／
２８
兵
庫
県
新
宮
町
）

﹇
団
体
戦
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

（
中
学
生
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

◇
第
２２
回
高
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

招
待
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
／

４
津
山
市
緑
水
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

（
女
子
の
部
）

第
３
位
　
植
月
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

16

勝
央
金
時
太
鼓
保
存
会
が
、
１０
月
１６
日

に
東
京
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４

回
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
」
組
太

鼓
部
門
一
般
の
部
の
本
選
に
出
場
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
演
奏
技
術
な
ど

の
実
力
を
試
す
場
と
し
て
、
毎
年
、
海
外

や
全
国
各
地
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
す
。

勝
央
金
時
太
鼓
保
存
会
は
、
来
年
、
創

立
２０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
機
に
、
中
学

生
６
人
を
含
む
１１
人
で
組
太
鼓
一
般
の
部

に
応
募
す
る
こ
と
を
決
め
、
日
頃
の
練
習

金
時
太
鼓
が
全
国
に
挑
む

―
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
―

に
加
え
、
５
月

か
ら
コ
ン
テ
ス

ト
を
意
識
し
た

練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
厳
正
な
ビ
デ
オ
審
査
の
結
果
、
応

募
の
あ
っ
た
６５
チ
ー
ム
の
中
か
ら
予
選
通

過
１２
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
選
は
、
１５
分
以
内
に
課
題
曲
と
自
由

曲
を
続
け
て
演
奏
し
、
演
奏
技
術
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
迫
力
や
譜
面
の
理
解
力
、

グ
ル
ー
プ
の
団
結
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面

が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

演
奏
者
の
１
人
、
小
林
愛
美
さ
ん
（
中

学
校
３
年
生
）
は
「
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

他
の
チ
ー
ム
に
負
け
な
い
気
迫
で
、
聴
く

人
の
心
に
響
く
演
奏
を
し
た
い
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
練
習
に
関
わ
っ
た
人

や
、
勝
央
町
の
人
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
堂
々
と
し
た
演
奏
を
し
、
悔
い
の
な

い
結
果
を
出
し
た
い
」
と
意
気
込
み
も
十

分
に
、
毎
日
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

勝
央
金
時
太
鼓
保
存
会
は
、
昭
和
６１
年

に
創
作
さ
れ
た
太
鼓
で
、
細
谷
一
郎
氏
の

指
導
の
も
と
、
現
在
は
２３
人
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
中
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
初
応
募
・

初
出
場
。

▲コンテスト出場者１１名

▲意気込みを語る
小林愛美さん
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勝

間

田

地

区�

植
月
地
区�

吉
野
地
区�

古
吉
野
地
区�

高
取
地
区�

　 避 難 場 所 　

勝 間 田 小 学 校

勝 央 中 学 校

勝 間 田 保 育 園

役 場 ・ 公 民 館

総合保健福祉センター�

勤 労 者 体 育 セ ン タ ー �

武 道 館

植 月 小 学 校

植 月 保 育 園

植月コミュニティセンター�

吉 野 小 学 校

吉 野 保 育 園

吉野コミュニティセンター�

古 吉 野 小 学 校

古 吉 野 保 育 園

古吉野コミュニティセンター�

高 取 保 育 園

高取多目的研修集会所�

地区名�

自
然
の
力
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
の
対
策
次
第
で
は
、
災
害

を
未
然
に
、
あ
る
い
は
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き

に
備
え
て
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

関
心
を
持
っ
て
準
備
を

○
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
や
防
災
無
線
で
の
情
報

は
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
は
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
、
経
路
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
が
迫
る
前
に
避
難
を

○
避
難
勧
告
が
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た

ら
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
主
避
難
を
す
る
と
き
は
、
事
前
に
勝
央

町
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
雨
が
降
り
止
ん
だ
後
で
も
、
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

我
が
家
の
安
全
対
策

○
瓦
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、
は
が
れ
は
な

い
か
。

○
ト
タ
ン
の
め
く
れ
、
は
が
れ
は
な
い
か
。

○
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
が
た
つ

き
は
な
い
か
。

○
雨
ど
い
に
落
ち
葉
や
土
砂
は
つ
ま
っ
て
い

な
い
か
。

○
外
壁
に
亀
裂
は
な
い
か
。

○
鉢
植
え
や
物
干
し
な
ど
、
飛
散
の
危
険
の

高
い
も
の
は
室
内
へ
。

台
風
・
大
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

災害に関するお問い合わせは
勝央町役場へ

�３８－３１１１

いよいよおかやま国体開催！

ア
ス
ベ
ス
ト
が
及
ぼ
す病

気
は

ア
ス
ベ
ス
ト
が
人
体
へ
及
ぼ
す
影

響
と
し
て
、
石
綿
肺
・
肺
ガ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２０
〜
４０
年
の

長
い
潜
伏
期
間
を
経
て
発
病
す
る
場

合
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
性
は

建
築
物
に
お
い
て
は
、
吹
き
つ
け

ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん

だ
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
等
が
使
わ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
吹
き
つ
け

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
劣
化
等
に
よ
り
繊

維
が
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
固
め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
、

飛
散
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
戸
建
て
住

宅
に
は
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

勝
央
町
保
有
施
設
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
状
況
は

現
在
、
勝
央
町
保
有
施
設
に
対
し

て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
の
調
査

を
実
施
中
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
健
康
被
害
に
関
す
る
こ
と

勝
英
保
健
所
保
健
課
地
域
保
健
班

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

・
建
築
物
に
関
す
る
こ
と

岡
山
県
土
木
部
建
築
営
繕
課

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
５
０
９

最
近
「
お
宅
の
家
に
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。

す
ぐ
に
取
り
除
か
な
け
れ
ば
、

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
、

消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
契
約
を
勧
め
る
訪

問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
本
当
に
あ
な
た
の
家
に
は

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。
す
ぐ
に
契
約
し

て
し
ま
う
前
に
、
家
族
や
建

築
士
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
語
っ
た

リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
に

注
意
！

アスベスト（石綿）にご用心�アスベスト（石綿）にご用心�
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役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国保・年金・戸籍
（�３８－３１１５）

choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

募
集�

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

国
際
体
験
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
　
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
・
文
化
交
流
な
ど

▼
派
遣
先

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
な
ど

▼
対
　
象

小
学
校
３
年
生
以
上

▼
参
加
費

１８
〜
３５
万
円

▼
申
込
期
限

事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

講
座�

お知らせのページ�

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
と

し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
を

対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
や
就
業

に
関
す
る
知
識
等
を
習
得
す
る
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

１０
月
１１
日（
火
）〜
１４
日（
金
）

▼
日
　
時
　

１１
月
１１
日（
金
）〜
１２
月
２２
日（
木
）

（
毎
週
火
〜
金
曜
日
の
２３
日
間
）

１０
時
〜
１６
時

▼
場
　
所

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

（
岡
山
市
中
山
下
１
―
８
―
４５
）

西
日
本
電
子
計
算
学
院
第
１
ビ
ル

（
岡
山
市
駅
前
町
２
―
５
―
２０
）

▼
受
講
料

無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
　
座

いよいよおかやま国体開催！

お
知
ら
せ�

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
に
該
当
す
る
人
に

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ

従業員を１人でも雇用している事業主は

労働保険（労災保険・雇用保険）に加入す

ることが法律で義務づけられています。

�問い合わせ先

岡山労働局労働保険徴収室

�０８６－２２５－２０１２

10月は「労働保険適用促進月間」
です

�
０
８
６
―
２
３
５
―
３
３
０
７

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
６
０
―
０
０
０
４
　
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
―
１１

大
村
ビ
ル
３

階

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
０３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.kskk.o

r.jp

平
成
１８
年
度
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校
生
徒
募
集

▼
受
付
期
間

推
薦
入
学

１０
月
１９
日（
水
）〜
１１
月
２
日（
水
）

一
般
入
学

１１
月
８
日（
火
）〜
３０
日（
水
）

▼
試
験
日
　

推
薦
入
学
　
１１
月
１６
日（
水
）

一
般
入
学
　
１２
月
１４
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
１
―
２
２
２
３
　
赤
磐
市

東
窪
田
１
５
７
　
岡
山
県
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校

�
０
８
６
９
―
５５
―
０
５
５
０

働きながら子育てや介護を容易にする環

境づくりを進めましょう。

�問い合わせ先　

岡山労働局雇用均等室

�０８６－２２４－７６３９

10月は「仕事と家庭を考える月間」
です

平
成
１８
年
度
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
限

推
薦
入
学

１１
月
１１
日（
金
）

一
般
入
学
（
前
期
）

１２
月
２
日（
金
）

▼
試
験
日
　

推
薦
入
学

１１
月
１９
日（
土
）

一
般
入
学
（
前
期
）

１２
月
１０
日（
土
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
９
９
―
２
１
０
１
　
愛
媛
県

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

学
生
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積

極
的
取
り
組
み
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
て
い
る
企
業

を
対
象
に
「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」を

公
募
し
ま
す

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

１０
月
か
ら
食
費
・
居
住
費
が
保
険
給

付
の
対
象
外
と
な
り
、
原
則
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
低
所
得
の
人
に
配
慮

し
、
収
入
等
に
応
じ
た
負
担
上
限
額

を
設
け
、
こ
れ
を
超
え
る
額
に
つ
い

て
は
補
足
給
付
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

補
足
給
付
を
希
望
す
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

・
旧
軍
人
等
で
、
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
人

・
終
戦
に
と
も
な
い
、
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

請
求
書
類
は
、
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

�
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３

▼
取
り
組
み
内
容

採
用
拡
大
、
職
域
拡
大
、
管
理
職

登
用
な
ど

▼
応
募
期
限

１１
月
３０
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

�
０
８
６
―
２
２
４
―
７
６
３
９

今
治
市
波
方
町
波
方
甲
１
６
３
４
―

１
　
国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学

校
�
０
８
９
８
―
４１
―
５
２
７
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
1
.e
-m

a
c
h
isite

.

n
e
t/n

a
m
ika

i/

行政相談は行政機関の仕事について、苦情や要望、

意見をお聞きし、関係機関に連絡して改善を求め、

解決が図られるように助力する制度です。

住民と行政とのパイプ役として、総務大臣から委

嘱された行政相談委員が皆さんの相談をお聞きしま

す。

勝央町では、この週間行事の一環として行政相談

所を開設します。

【行政相談所】

（当日は、心配ごと相談、法律相談もあわせて開設

します）

�日　時

１０月１３日（木）

１０：００～１５：００

�場　所

勝央町公民館

�行政相談委員

赤堀通泰（勝間田）

�３８－２０５２

�申込・問い合わせ先

勝央町役場税務住民部

�３８－３１１６

岡山行政評価事務所でも、毎日、皆さんの相談を

お受けしています。

行政苦情１１０番

�０８６－２２４－１１００

行政相談週間
10月17日（月）～23日（日）

小学校運動会フォト（９／２５）

▲勝間田小学校▲植月小学校▲吉野小学校▲古吉野小学校



●町内での予防接種の予約等については上記医療機関に�
　お問い合わせください。�

大 村 医 院�

小 坂 田 医 院�

小 林 医 院�

さ と う 記 念 病 院�

太 平 台 医 院�

長 尾 医 院�

電話番号�

３８－２０５８�

３８－２０４３�

３８－２００８�

３８－６６８８�

３８－５７７５�

３８－６５６５�

町内医療機関�
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報 20いよいよおかやま国体開催！

自己負担１，５００円で受けられます
満６５歳以上または満６０歳から満６４歳までの予

防接種希望者で、次の条件に該当する人のインフ

ルエンザ予防接種は公費負担により、１，５００円を

負担すれば接種できます。

◆対象者

①満６５歳以上（接種時）の人

②満６０歳から満６４歳までの人で、心臓、じん臓

または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活

動が極度に制限される程度の障害を有する人及

びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日

常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する

人。

◆実施期間

平成１７年１０月１日（土）～

平成１８年１月３１日（火）

◆接種料金

・岡山県内の医療機関

自己負担額　１，５００円

（事前に医療機関にお尋ねください）

・岡山県外の医療機関

実費金額を負担

※対象者以外の人は実費金額の負担です。接種料

金は各医療機関で異なります。

高齢者に対するインフルエンザの予防接種を１０月から１月

末まで実施します。この期間中、対象者は自己負担１，５００円

で受けられます。

インフルエンザの予防には、流行前に予防接種を受けるこ

とも１つの方法です。

ただし、インフルエンザの予防接種は、ご本人が希望する

場合のみ行いますので、必要性や注意点について十分知った

上で、納得して受けてください。

注意点
◆接種時

接種を受ける際は、医療機関に保険証（対象者

②に該当する人は身体障害者手帳も必要です）を

持参し、医療機関に備え付けの予診票に必要事項

を記入して、お申し込みください。

◆予防接種の時期

予防接種後、抵抗力がつくまで、２週間程度かか

り、その効果が十分に持続する期間は約５カ月間

とされています。なるべく１２月中旬までに受けま

しょう。

◆予防接種を受ける前に

発熱のある人など医師が不適当な状態と判断し

た場合は、予防接種を受けることができません。

慢性の病気で治療を受けている人やアレルギーが

ある等の人は担当医師とよく相談してください。

◆予防接種を受けた後は

接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいま

せんが、激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。

※予防接種を受けた後、接種した部位が痛みや熱

を持ってひどく腫れたり、全身のじんましん、

繰り返す嘔吐、顔色の悪さ、低血圧、高熱など

が現れた場合は、医師の診療を受けてください。

■問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

高齢者のインフルエンザ予防接種
自己負担１，５００円

中学校体育祭フォト（９／１１）



2005.10月号�しううおょしううおょ広
報21

毎年１１月６日から１２日までの１週間

は「年金週間」です。皆さんもこの機

会に年金について考えてみませんか。

年金週間の期間中は、多くの人に年

金相談を受けてもらえるよう、県下の

各社会保険事務所や年金相談センター

では、休日の開庁や平日の受付時間延長などを行い、

次のとおり年金相談を実施する予定です。

�期間・相談受付時間

１１月６日（日）９時～１６時

１１月７日（月）～１１日（金）８時３０分～１９時

１１月１２日（土）９時～１６時

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　寺坂　年男（亡父　文男）

◇勝間田　倉澤　淑郎（亡妻　睦子）
勝間田老人クラブにも

◇勝間田　小坂田宗倫（亡父　泰男）
勝央福祉会にも

◇勝間田　長滝　征和（亡母　田中　齊子）

◇勝間田　 信子（亡夫　健太郎）

◇畑　屋　野上　安夫（亡母　　ずこ）
畑屋老人クラブにも

◇植月東　竹久　雅康（亡父　岩夫）
植月東老人クラブ、勝央町囲碁同好会にも

◇黒　坂　中島　　章（亡父　清）
高取老人クラブにも

◇福　吉　山本　益生（亡父　正法）
福吉自治会、勝央町文化協会にも

◇勝央町医療機関一同　敬老会のお祝い

人の動き 平成１７年９月１日現在

人　口　１１，５４６人（前月比　＋６）

男　５，５４６人　　女　６，０００人

世帯数　３，９０４世帯（前月比　＋１）

年金相談時間を延長します

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国
民
年
金

だ
よ
り

いよいよおかやま国体開催！
���
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勝
央
短
歌
会
八
月
例
会
詠
草
抄

孫
の
成
長
も
す
こ
し
見
た
し
霞
む
目
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
目
薬
を
注
す

青
井
千
賀
江

芽
生
え
し
は
た
だ
一
割
の
大
豆
田
の
炎
暑
に
耐
へ
て
今
日
も
補
植
す

石
川
　
　
都

庭
に
置
く
籐
椅
子
に
巣
を
作
り
た
る
四
十
雀
の
子
育
て
を
遠
く
見
守
る

板
倉
　
淑
子

花
首
を
投
げ
ゐ
し
紫
陽
花
に
雨
注
ぎ
六
十
日
の
旱
り
終
は
る
か

板
坂
多
美
子

風
倒
木
の
処
理
も
終
は
り
て
物
置
の
柱
と
な
り
し
檜
が
匂
ふ

植
月
　
郁
子

血
の
か
よ
ふ
曾
孫
と
い
へ
ど
見
詰
め
く
る
黒
き
瞳
に
な
に
か
た
ぢ
ろ
ぐ

植
月
　
澄
子

白
子
干
食
め
ば
は
か
な
し
ひ
と
り
居
の
夕
べ
淡
あ
は
と
兆
す
お
も
ひ
も

岸
本
　
睦
美

短
か
夜
の
長
き
語
ら
ひ
尽
く
る
な
く
途
切
れ
て
は
届
く
田
蛙
の
こ
ゑ

河
本
　
啓
子

健
康
を
取
り
柄
と
励
み
し
来
し
方
を
思
へ
ば
日
日
の
疲
れ
悔
し
も

竹
久
　
郁
子

三
十
五
度
の
気
温
の
な
か
を
熊
除
け
の
鈴
な
ら
し
つ
つ
子
供
ら
帰
る

寺
坂
　
　
満

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
帰
り
の
バ
ス
に
別
れ
き
し
ひ
と
り
の
老
婆
の
懇
願
思
ふ

濱
田
　
君
子

桃
作
り
は
今
年
が
最
後
か
し
ら
た
ま
の
白
桃
い
と
し
く
箱
に
詰
め
ゆ
く

田
と
よ
子

広
告
の
裏
に
写
せ
し
母
の
反
古
「
惚
け
ぬ
五
ヶ
条
」
を
そ
と
拾
ひ
読
む

田
み
や
子

爆
撃
を
逃
れ
て
食
み
た
る
ト
マ
ト
の
美
味
つ
ね
に
言
ひ
ゐ
し
夫
に
供
へ
ぬ檜

尾
ふ
さ
子

ミ
ン
ダ
ナ
オ
よ
り
夫
の
還
り
し
嬉
し
さ
を
薄
れ
て
懐
ふ
終
戦
記
念
日

福
島
　
文
子

死
ぬ
る
こ
と
の
み
言
ふ
叔
母
の
病
室
の
窓
を
ひ
ら
け
ば
ぺ
ん
ぺ
ん
草
茂
る福

田
　
治
子

耳
遠
き
友
と
手
真
似
の
会
話
に
て
稲
熟
れ
し
こ
と
台
風
の
こ
と

水
島
さ
だ
み

く
れ
な
ゐ
の
八
重
が
よ
し
と
て
子
の
選
り
し
牡
丹
咲
き
出
で
庭
を
圧
し
た
り

光
石
　
和
子

眉濱眉濱

10月10日（月）・11月3日（木）
ゴミ収集地区の皆さんへ

１０月１０日（月）・１１月３日（木）は祝日のため、１０月

１０日（月）の地区は１２日（水）に、１１月３日（木）の地区

は１１月２日（水）に燃えるゴミだけを収集します。

各地区の決まった時間内にそれぞれの収集場所に出

してください。

�問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

英英
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

験
と
お
菓
子
づ
く
り
、
産
業

工
学
科
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の

運
転
操
作
と
文
鎮
の
製
作
な

ど
、
各
科
の
特
色
を
生
か
し

た
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
体
験
実
習
し
た
こ
と
で
、

ま
す
ま
す
興
味
が
出
た
」

「
施
設
が
新
し
く
な
る
の
が

楽
し
み
だ
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
勝
間
田
高
校
の
学
習
内
容

を
少
し
で
も
多
く
の
生
徒
に

知
っ
て
も
ら
い
、
進
路
選
択

の
指
標
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

央
中
学
校
体
育
祭
の
思
い
出

勝
央
中
学
校

勝

平

▼
表
紙
の
写
真
は
、
勝
央
町
内
の
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
、
お
か
や
ま
国
体
の
総
合

表
彰
式
で
踊
る
「
も
も
っ
ち
体
操
」
の
練

習
を
し
て
い
る
よ
う
す
で
す
。
入
場
か
ら

退
場
ま
で
約
１５
分
。
園
児
た
ち
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
長
い
時
間
で
す
。
そ
れ
で
も

小
さ
な
手
足
を
大
き
く
動
か
す
姿
は
元
気

い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
番
で
は
失
敗
を
お
そ

れ
ず
、
楽
し
く
踊
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

▼
９
月
号
の
あ
と
が
き
で
も
少
し
触
れ
ま

し
た
が
、
９
月
は
運
動
会
（
体
育
祭
）
の

時
期
で
す
。
最
近
で
は
、
勝
ち
負
け
や
順

位
を
決
め
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
っ
た
風

潮
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

勝
っ
て
喜
ぶ
、
負
け
て
悔
し
が
る
と
い
っ

た
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
昔
と
変
わ

ら
ず
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

準
備
運
動
が
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
な
く
な
っ

た
学
校
が
あ
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
時

代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
１０
月
は
い
よ
い
よ
お
か
や
ま
国
体
の
月

で
す
。
こ
れ
ま
で
長
い
月
日
を
か
け
て

行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
６
日
間
に
一

気
に
凝
縮
さ
れ
ま
す
。

国
体
の
主
役
は
選
手
た
ち
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
体
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人

が
主
役
で
す
。
町
民
総
参
加
で
、
あ
な
た

も
キ
ラ
リ
と
輝
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
が
き

成
１７
年
度
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

勝
間
田
高
校

プランターケースづくりのようす

荒

８
月
２４
日
、
勝
間
田

高
校
で
は
中
学
校
３
年

生
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
県
内
２４
の
中
学

校
か
ら
２
４
０
人
の
生

徒
が
参
加
し
、
今
年
か

ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
勝
間
田
高
校
の
総
合

学
科
・
グ
リ
ー
ン
環
境

科
・
食
品
科
学
科
・
産

業
工
学
科
の
学
習
内
容

を
体
験
し
ま
し
た
。

総
合
学
科
で
は
視
覚

障
害
者
の
介
護
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
の
広
告

の
作
成
、
グ
リ
ー
ン
環
境
科

で
は
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
製
作

と
そ
の
ケ
ー
ス
づ
く
り
、
食

品
科
学
科
で
は
小
麦
粉
の
実

入場行進のようす

ラ
ス
と
も
工
夫
あ
り
、
ま
と

ま
り
の
あ
っ
た
ア
ピ
ー
ル
。

ど
の
ク
ラ
ス
も
す
ば
ら
し

く
、
接
戦
で
し
た
。
み
ん
な

が
燃
え
て
い
た
競
技
の
部
。リ

レ
ー
競
技
、み
ん
な
で
ジ
ャ
ン

プ
、み
ん
な
で
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
、

白
熱
し
て
汗
を
流
す
１
人
ひ

と
り
の
姿
が
、と
て
も
カ
ッ
コ

よ
く
見
え
ま
し
た
。特
に
最
後

の
競
技
種
目
の
ク
ラ
ス
対
抗

リ
レ
ー
で
は
、走
っ
て
い
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、応
援
も
最
高
に

盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
体
育
祭
を
見
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
の
体
育
祭
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
も
ら
え
ば
、

私
た
ち
も
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１１
日
、「
や
っ
ち
ゃ

る
！
や
っ
ち
ゃ
れ
！
俺
等
の

祭
☆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、勝
央
中
学
校
の
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち

は
、各
ク
ラ
ス
で
し
っ
か
り
ま

と
ま
り
、全
力
で
競
技
や
応
援

を
盛
り
上
げ
、成
功
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
式
、
３
年
生
体
育
委

員
長
の
川
元
君
の
選
手
宣
誓

で
、
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
各
テ
ン
ト

に
は
、
放
課
後
な
ど
を
使
っ

て
つ
く
っ
た
パ
ネ
ル
が
展
示

さ
れ
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
す
ば

ら
し
い
で
き
で
し
た
。
各
ク

学校でしかられた
子どもが学校でしかられて帰っ

てきました。
さて、親はどうしたらよいので

しょうか。
◆我が子を信じるのは、親として
当然のことです。中には、我が子
かわいさのあまり、自分の子だけ
は絶対に悪くないと思う親もいま
す。
しかし、どんなによい子でも、

失敗はあります。
◆親は、たとえ先生の方が悪いと
思えるようなときでも、子どもの
前では教師への信頼を失うような
言葉を言わないようにしましょ
う。
先生を信じられなくなった子ど

もは不幸です。気になることは、
後から先生と分かり合えるまで話
し合いをしましょう。

（教育委員会）


